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市内都市機能構想図

第２次京丹後市総合計画
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京丹後市都市計画マスタープラン

将来都市構造のあり方
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都市拠点等の在り方の検討について
名称

京丹後市都市拠点等の在り方検討会議（仮称） 〈要綱設置〉

委員数

１２名 ＜委員構成（案）＞
京丹後市区長連絡協議会、商工観光及び社会福祉等の公共的団体の役職者、子ども未来まちづくり審議
会、文化芸術振興審議会、京都府職員、学識経験者、専門家

＜事務局＞
都市計画・建築住宅課、政策企画課

検討内容

京丹後市総合計画及び都市計画マスタープランに掲げる都市拠点等の整備に向けた検討を行う。
とりわけ、アクセス道路の開通を目前に控えていることから、しんざん小学校隣接地を公共用地として整備・活用す

るための基本構想（基本計画）を策定する。

スケジュール

（令和３年度）
４回の開催を予定 第１回：８月、第２回：１０月、第３回：１２月、プラス１回
⇒ しんざん小学校隣接地の意見聴取・まとめ（中間報告）

（令和４年度の予定）
令和３年度の検討会議での意見や子ども未来まちづくり審議会及び文化芸術振興審議会の答申等を踏まえ、構想

等の策定
⇒ ①しんざん小学校隣接地の基本構想（基本計画）を策定

②その他都市拠点に必要な公共機能の意見聴取・まとめ（最終報告）

■令和３年度６月補正予算（第３号）

項 目 金 額

検討会議関係経費 364千円
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しんざん小学校隣接公共用地整備スケジュール（イメージ）
Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7 Ｒ8 Ｒ9 Ｒ10

○審議会

子ども未来まちづくり審議会

文化芸術振興審議会

○基本構想・基本計画

都市拠点等の在り方検討会議

地元説明会

○測量・用地取得

現況測量・用地測量等

所有者調査・用地取得

○協議

開発許可・農地転用

○土木工事

設計（基本・詳細）

敷地造成工事

○建築工事

設計（基本・詳細）

工事

5

（参考）合併特例債活用期限（Ｒ6まで）

Ｒ6に着手した事業の繰越分まで活用可

6月 10月

8月 夏頃



網野庁舎跡地活用構想の検討について

名称

網野庁舎跡地活用構想検討会議（仮称） 〈要綱設置〉

委員数

１４名 ＜委員構成（案）＞
網野町区長連絡協議会、女性連絡協議会、文化及び子育て等の公共的団体の役職者、網野町区長連絡協
議会の推薦者、学識経験者

＜事務局＞
網野市民局、政策企画課、都市計画・建築住宅課

検討内容
「京丹後市網野庁舎跡地活用構想」の検討・策定を行う。

・交流センター（規模、センター整備内容、施設を活用した地域の活性化など）
・交流広場（規模、整備内容（遊具、芝生広場など））
・駐車場（規模）

スケジュール

４回の開催を予定 第１回：８月、第２回：１０月、第３回：１２月、第４回：１月
※令和４年１月に構想（案）の策定を目指す。

■令和３年度６月補正予算（第３号）

項 目 金 額

検討会議関係経費 370千円

イメージ図デザイン作成委託料 110千円

合 計 480千円

6



網野庁舎跡地整備スケジュール（イメージ）

Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7

○基本構想

○基本計画・基本設計

○実施設計

○網野庁舎別館解体

○建築工事

7

（参考）合併特例債活用期限
（Ｒ6まで）

8月 1月

Ｒ6に着手した事業の繰越分まで活用可



庁舎増築棟整備基本計画の検討について

名称

京丹後市庁舎増築棟整備基本計画検討会議（仮称） 〈要綱設置〉

委員数

１２名 ＜委員構成（案）＞
京丹後市区長連絡協議会、産業及び社会福祉等の公共的団体の役職者、学識経験者

＜事務局＞
政策企画課、都市計画・建築住宅課

検討内容

京丹後市庁舎整備検討委員会答申を踏まえ、多様化する福祉ニーズに対応した福祉事務所整備、子育て支援窓口の一
元化、ゼロカーボン等のＳＤＧｓの推進、デジタル化への対応、災害に備えた庁舎整備などについて、本検討会議で具
体的に検討する。

スケジュール

４回の開催を予定 第１回：９月、第２回：１１月、第３回：１月、第４回：３月
※年度内に基本計画（案）の策定を目指す。

■令和３年度６月補正予算（第３号）

項 目 金 額

検討会議関係経費 365千円

基本計画策定委託料 15,000千円

合 計 15,365千円
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庁舎増築棟整備スケジュール（イメージ）

9

Ｒ3 Ｒ4 Ｒ5 Ｒ6 Ｒ7

○庁舎増築棟基本計画検討会議

○基本計画

○地域説明会

○基本設計

○実施設計

○法令手続き（建築確認申請等）

○駐車場整備（敷地外）

○峰山総合福祉センター改修
（空調等）

○峰山庁舎改修（空調、防水、外
壁）、大宮庁舎改修（空調）

○増築棟新設

（参考）合併特例債活用期限（Ｒ6まで）
Ｒ6に着手した事業の繰越分まで活用可

9月 3月

9月 3月



都市拠点等整備まちづくり推進基金
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京丹後市総合計画及び京丹後市都市計画マスタープランに掲げる都市拠点及び地域拠
点の整備を円滑に進めるため、基金を創設
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0

10

20

30

40

50

60

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R38 R45 R50

積立金額の推移（イメージ）
億円

峰山総合福祉ｾﾝﾀｰ【竣工：1964年（S39年）】

35年後 （R38）

42年後 （R45）

築65年に到達

築65年に到達

築65年に到達

～

毎年1億円を積立てた場合

（参考）

７年後 （R10）

大宮庁舎 【竣工：1999年（H11年）】

峰山庁舎 【竣工：1992年（H 4年）】

目 標 額 現時点では未定

年間積立額 1億円を予定

使 途 都市拠点及び地域拠点における公共施設整備（将来的な庁舎整備を含む）



約11.6億円

約3.6億円 約12.2億円

約14.5億円

約1.5億円

概算事業費の一般財源部分

合併特例債元利償還金交付税算入後の実質負担額

峰山総合福祉センターの除却及び建替等費用等

約15.8億円＝

・・・内訳は14㌻

「Ｈ30.8.21議員全員協議会後 追加資料（H30.8.22現在）」の数値を使用した試算

②本庁機能の集約化を行わず、既存庁舎を継続利用した場合

①合併特例債を活用し、庁舎増築棟を建築した場合

（この費用は、峰山総合福祉センターが数年後には使用に耐えられなくなると想定した場合の費用）

＜別途＞
合併特例債
の繰上償還

※２

網野庁舎解体、旧五箇小学校公文書保管倉庫整備、
旧峰山幼稚園職員駐車場整備については合併特例
債を活用しているが、既存庁舎を継続利用する場
合、合併特例債の対象外となることから、別途、
繰上償還が必要となる。
（別途、繰上償還 約3.8億円と想定）

※２

（除却・建替等費用等）
以上

・峰山総合福祉センターについては長期の継続利用は困難であることから、現在の施設と
同程度の建替であったとしても約14.5億円以上の単費が必要となると想定

・本庁舎機能が丹後庁舎及び網野庁舎（ら・ぽーと）に残ることにより会議室等の利用制
限が継続

・網野庁舎別館の維持管理費等が必要
・網野庁舎別館が解体できないため跡地活用の支障となることが想定

約8.8億円以上（※1）の差が
生じることが想定

＜約26.1億円以上＞

＜約17.3億円＞

（除却費用）※合併特例債は活用できない

内訳はＰ13

内訳はＰ13

（福祉事務所機能を庁舎増築棟に配置し、数年後に除却することを想定）

（峰山総合福祉センターが数年後に使用に耐えられなくなることを想定）

真水として

・・・内訳は13㌻

・・・内訳は13㌻

＋
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＋

庁舎整備に係る将来負担の試算

※１

内訳はＰ14

内訳はＰ14

内訳はＰ13



庁舎整備に係る将来負担の試算前提

①Ｐ11の概算事業費については、Ｐ13の試算内訳①における平成28年度
（庁舎増築棟建設計画）及び平成30年度（庁舎再配置計画）に作成した
基本設計の数値を基に試算したものであり、福祉事務所の配置等改めて策
定する庁舎増築棟整備基本計画の内容や建築単価等によって今後変動する
もの

②Ｐ11の青色とオレンジ色の概算事業費については、Ｐ13の試算内訳①の
数値を転記

③Ｐ11の薄緑色の概算事業費については、Ｐ14の試算内訳②の数値を転記

④合併特例債は、全体事業費のうちの合併特例債対象総額に充当率を乗じて
算出

⑤合併特例債償還金は、償還20年、利率1.5％、元金均等償還、元金据置2
年で試算
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庁舎整備に係る将来負担の試算内訳①

既存庁舎を継続利用した場合 庁舎増築棟を建築した場合

試算の前提

H30再配置計画の基本設計をベースに試算した。
ただし、H30再配置計画において峰山総合福祉ｾﾝ
ﾀｰの概算事業費に含まれていた再配置に伴う経費
（移転改修及び自家発電新設）は除くものとする。

H28基本設計における庁舎増築棟建築の事業費に、H30再配置
計画基本設計の峰山庁舎・峰山総合福祉センター・大宮庁舎
の維持経費、旧五箇小学校公文書保管倉庫整備経費等を合算
して試算した。

増築棟（階数4Ｆ、延床面積4,900㎡） － 2,339,647 新棟建築

峰山庁舎 397,089 空調改修、外壁改修、屋上防水改修、自家発電
新設 351,989 空調改修、外壁改修、屋上防水改修、内部改修

峰山総合福祉センター 185,094 外壁改修、屋上防水改修、耐震改修、空調改修、
外部倉庫撤去、駐車場整備 310,049 外壁改修、屋上防水改修、耐震改修、空調改修、外部倉庫撤

去、駐車場整備、自家発電新設、防災倉庫新設、内部改修

大宮庁舎 137,774 空調改修 137,774 空調改修

網野庁舎（本館・別館Ｂ・他倉庫） 292,246
解体工事（現在、建設部の入っている別
館Ａの解体工事が別途必要） 292,246

解体工事（現在、建設部の入っている別館Ａの解体工
事が別途必要）

旧五箇小学校 84,430 公文書保管倉庫整備 84,430 公文書保管倉庫整備

旧峰山幼稚園（約106台） 46,250 駐車場整備 46,250 駐車場整備

丹後文化会館駐車場（約300台） － 132,772 駐車場整備

旧吉原小学校ｸﾞﾗﾝﾄﾞ（約180台） － 122,607 駐車場整備（職員の状況等により不要になる場合がある）

基本設計 15,962 H30決算数値 12,827 H28決算数値

総事業費 1,158,845 3,830,591

財源内訳
合併特例債 － 3,468,000

一般財源Ａ 1,158,845 約 11.6億円 362,591 約 3.6億円

合併特例債元利償還額 ① － 4,044,317 元金（借入額）3,468,000＋利子576,317

うち交付税算入 ② － 2,831,022

負担額Ｂ ①-② － － 1,213,295 約 12.2億円

実質負担額 Ａ＋Ｂ 1,158,845 約 11.6億円 1,575,886 約 15.8億円

（単位：千円）「Ｈ30.8.21議員全員協議会後 追加資料（H30.8.22現在）」の数値を使用した試算
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峰山庁舎

【竣工】
1992年
（H4年）

庁舎整備に係る将来負担の試算内訳②
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峰山総合福祉センター
【竣工】1964年（S39年）

使い続けるために当面必要な改修

外壁改修、屋上防水改修、耐震改修、空調
改修等

約1億9,000万円

2024年
〈R6〉

合併特例債期限

合計 約5億7,000万円

使い続けるために当面必要な改修
使い続けるために必要な改修については、集約化に伴うものでないと合併特例債は活用でき
ない。その場合における改修費用は市の単費となる。また、合併特例債活用期限後の令和7年
度以降は単費での対応となる。

2028年
〈R10〉

築65年

2056年
〈R38〉

2063年
〈R45〉

築65年

築65年

「R2.10.22 第3回京丹後市庁舎整備検討委員会資料より抜粋」

峰山総合福祉センターは、数年後には使用に耐えられなくなることが想定

・現在と同程度の施設の建替費用（概算）

約10億円以上と想定
・建替の際の仮設施設の建設費用（概算）

約3億円以上と想定
（保育所統合時の仮設費用を参考）

・現施設の除却費用（概算）

合計約14.5億円以上

大宮庁舎

使い続けるために
当面必要な改修

空調改修、外壁改
修、屋上防水改修

約2億4,000万円

使い続けるために
当面必要な改修

空調改修

約1億4,000万円

【竣工】
1999年

（H11年）

※仮に建替えたとしても約14.5
億円以上の単費が必要になる
と想定されるが、集約化に伴
うものでないため合併特例債
は活用できない。

約1.5億円以上と想定



庁舎増築棟を建てた場合に想定される効果
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●市民サービスの向上・ＳＤＧｓの達成
①高齢者、障害者及び子ども連れの方などが安全で安心して利用できるユニバーサルデザイン（音声案
内、誘導表示、キッズコーナー、多機能トイレ、授乳室等）に配慮した福祉事務所機能を配置すると
ともに、プライバシー等に配慮した相談室の増設等により、多様化する福祉ニーズに対応した機能が
充実

②現在、健康推進課と子ども未来課に分かれている子育て支援窓口の一元化により、子育てに関する相
談がしやすくなるとともに、ワンストップの手続き等で負担が軽減

③市民が利用できる会議スペースや企画展示のギャラリースペース等、市民が快適に利用できる空間を
整備することにより、市民の交流が促進

④デジタル化による手続きの簡素化とともに、ＩＣＴ環境を整備したスペースを市民に開放

⑤自家発電設備の設置のほか、耐震・浸水対策等に留意した災害に強い庁舎を整備することで、甚大化
する災害に迅速かつ的確に対応

⑥CO​2を排出しない再生可能エネルギーの積極的な活用を図るなど、脱炭素社会やゼロカーボンの推進に
向けた整備とすれば、市民の意識向上及び小中学生にも身近な環境学習の拠点としての利用が可能

⑦汎用性のある構造・デザインにすることで、仮に20年もしくは30年後に庁舎を移転した場合の民間利
用も想定

●市民負担の軽減
財政的に有利な合併特例債を最大限に活用することによる市民負担の軽減
⇒ 実質負担額の削減効果 約8.8億円以上の差（試算）

市民への効果

・峰山総合福祉センターについては長期の継続利用は困難であることから、現在の施設と同程度の建替であったとしても約14.5億円以上の単費が必要となると想定
・本庁舎機能が丹後庁舎及び網野庁舎（ら・ぽーと）に残ることにより会議室等の利用制限が継続
・網野庁舎別館の維持管理費等が必要
・網野庁舎別館が解体できないため跡地活用の支障となることが想定
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職員への効果

①デジタル化による手続きの簡素化に伴う事務の効率・省力化

②本庁舎機能が集約化されることで、リアルタイムでの情報の共有、相談、協議が行え、各部局の横
連携による施策、事業の推進につながる

③対面であれば短時間で解決するような事務的な相談・調整、人事異動に伴う事務引継ぎ等がスムー
ズにできる

④会議室の増設により、会議室確保のための調整等、事務の省力化ができる

⑤会議、協議及び決裁の持ち回り等に伴う移動時間及び待ち時間の短縮による人件費及び公用車燃料
代の削減が期待できる
⇒ 年間約 1,000万円の削減効果 ＊Ｈ25実態調査に基づく試算

⑥オープンフロアとすることにより、配置転換に要する手間を削減できるとともに、組織改編にも柔
軟に対応できる

⑦職員更衣室やロッカーの整備及び収納棚や書庫の整備等で労働環境等を改善

労働時間の短縮、労働環境の改善、職員のモチベーション向上等による働き方
改革につながる

●事務の効率化・経費削減、ＳＤＧｓの達成
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（資料１）京丹後市庁舎整備検討委員会答申書
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（資料２）網野庁舎跡地活用構想提言（抜粋）
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令和2年3月16日 網野町区長連絡協議会
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